
令和７（2025）年度 

北海道行動援護従業者養成研修 募集要領 (オンライン版) 
 

１ 目  的 

行動援護は、知的障がい又は精神障がいにより行動上著しい困難を有する障がい者等に対するサービスです。

この研修では、このような状態像の方々の特性の理解や評価、支援手順書の作成及び居宅内や外出時における危

険を伴う行動を予防又は回避するために必要な知識・技術を習得することを目指します。また、支援方法がわか

らないことで起きる不適切な支援を減らし、結果として障がい者虐待を防止する従業者を養成します。 

 

 

 

＊本研修は、「強度行動障がい支援者養成研修」と同時開催となります。 

 

２ 実施主体 

〔北海道指定研修事業者〕 

 特定非営利活動法人 ノーマライゼーションサポートセンター こころりんく東川 

 

３ 日程および募集期間 

前期２日間＋後期２日間＝計４日間で開催します。４日間全日程の受講が必要です。 

開催回 開  催  日 募集期間 (最終日は17時まで) 

第1回 
(前期) 令和 7年 6月 14日(土)～15日(日) 

(後期) 令和 7年 6月 28日(土)～29日(日) 

令和7年 4月 1日～ 4月15日 

4月30日まで延長(定員になり次第締め切り) 

第2回 
(前期) 令和 7年 8月 30日(土)～31日(日) 

(後期) 令和 7年 9月 20日(土)～21日(日) 

令和7年 6月 1日～ 6月15日 

募集期間延長(定員になり次第締め切り) 

第3回 
(前期) 令和 8年 2月 7日(土)～ 8日(日) 

(後期) 令和 8年 2月 21日(土)～22日(日) 

令和7年12月 1日～12月15日 

1月15日まで延長(定員になり次第締め切り) 

 

４ 受講方法 

  ZOOMによるオンライン研修 

 

５ 受講対象者 

  4日間全日程の出席が可能な次に掲げる方 

・行動援護事業所の業務に現に従事している方（もしくは今後従事する予定のある方）で、原則、北海道在住   

者または道内に所在する事業所の従事者 

・強度行動障がい支援者養成研修の基礎研修と実践研修を併せて受講する必要のある方  

・定員に満たない場合は、道外からの受講者も対象とします。 

 

６ 募集定員  ５０名 （同時開催の強度行動障がい支援者養成研修と合わせた定員とします）   

定員を超えた場合は、申込書に記載された内容等を考慮し選考します。 

 

７ 受講料   ４２，０００円（税込み46,200円） ・ テキスト代（3,200円税別）は別途かかります。 

・本研修の修了により、強度行動障がい支援者養成研修の≪基礎研修≫と≪実践研修≫が修了したもの

とみなされます。 



８ 受講環境   

オンライン研修はZOOMを使って行います。カメラ、マイク機能がついているパソコンが1人1台必要です。 

 

９ 受講申し込みの手続き等について  

(1) 本法人ホームページの申込みフォームからお申込み下さい。 

    こころりんく東川 北海道指定研修 (cocorolink.wixsite.com) で検索してください。 

（2）受講希望者が多数の場合は受講者を選考の上、受講可否を申込者全員に郵送により通知します。 

募集期間終了後から10日を経過しても可否通知が届かない場合は、事務局にお問い合せ下さい。 

（3）受講決定者には、通知後10日以内を目処に指定振込口座に受講料を納入いただきます。 

（4）募集期間終了後からキャンセル料がかかりますので、応募の際はご注意下さい。 

キャンセルの期間 キャンセル料 

募集期間終了翌日   ～ 研修日前日17時まで 1 割 

研修日前日17時以降 ～ 研修当日 全 額 

・事業所内での受講者の変更は、3日前まで受付けします。それ以降は、キャンセル扱いとなります。     

・受講の選考から漏れた方については、あてはまりません。 

            

10 修了認定 

(1) 出欠の確認方法：ウエブを使っての出席票提出、カメラをONにした状態での受講確認(録画)をします。 

(2) 成績の評定方法：講義および演習ごとに行う理解度テストや参加意欲・態度を総合的に評価します。 

(3) 修了の認定方法：本研修の全日程の受講により、研修の修了を認定し、北海道の定める様式により修了証書  

 を後日郵送します。なお、遅刻、早退、中抜けは欠席の扱いとみなし、補講は原則として実施しません。 

 

11 研修テキスト 

  研修テキストとして、『強度行動障害支援者養成研修[基礎研修・実践研修]テキスト 強度行動障害のある人 

の「暮らし」を支える』（特定非営利活動法人全国地域生活支援ネットワーク2020年 11月発行）を使用しま 

す。テキスト代（3,200円税別）は受講料に含まれず、ご自身で購入し準備していただきます。 

  また、研修講義用パワーポイント資料及びワークシートにつきましても、事前にご自身で印刷等の準備をして 

いただきます。（研修テキスト及び資料の印刷等については、受講決定後に改めてご案内します。） 

 

12 フォローアップ研修について 

行動援護従業者養成研修および強度行動障がい支援者養成研修を修了した方等がスキルアップできる研修を 

通年で実施します（詳しくは本法人ホームページをご覧ください）。  

また、研修講師陣によるフォローアップ研修を令和7年度中に開催します。 

 

13 その他 

・カメラ機能を使って演習や受講確認をしますので、顔を出して受講することが必須となります。  

・受講申込時に、事業者が受講者に係る情報について北海道知事に提供することを同意して頂くことが必要です。 

 また、受講者は、研修で知り得た個人の秘密を漏らさないようにして下さい。 

・事前に通信状況の確認や事前オリエンテーションを行います。参加されない方の当日の通信トラブルについて 

 は責任を負いかねますのでお気を付けください（修了証書が出ない場合があります)。 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 ≪お申込み・問い合わせ先≫ 
 

〒071-1423  上川郡東川町東町1丁目7-10 (東川町共生サロン内) 

            特定非営利活動法人 ノーマライゼーションサポートセンター こころりんく東川 

        TEL  0166－82－2666   FAX 0166－82－2635 

        Mail cocolin2666kensyu@gmail.com 

                       （ 研修事務局 / 細見・大友 ） 

https://cocorolink.wixsite.com/kensyu


 令和 7年度 北海道行動援護従業者養成研修 プログラム 

【前 期】 

 研修時間 （分） プログラム 講師名 

１
日
目 

9：00～9：25 25  受付・受信状況確認等  

9：30～9：35 05  前期開会  

9：35～9：45 10  ガイダンス  

9：45～10：20 35 講義 

強度行動障害の理解 

 ・支援の基本的考え方 

 ・強度行動障害の状態 

 ・行動障害が起きる理由 

大友 愛美 

10：30～11：30 60 講義 
強度行動障害の理解 

 ・障害特性の理解 
中野 喜恵 

12：30～14：30 120 演習 
強度行動障害の理解 

 ・困っていることの体験 
池田 幸男/佐藤 忠峰 

14：45～16：15 90 講義 
支援のアイデア 

 ・障害特性に基づいた支援 
中野 喜恵 

16：30～17：30 60 演習 
基本的な情報収集 

 ・行動を見る視点 
楠井 恵理子 

17：30～17：40 10  事務連絡  

２
日
目 

9：00～9：25 25  受付・受信状況確認等  

9：25～9：30 05  ガイダンス  

9：30～11：05 95 演習 
特性の分析 

 ・特性の把握と適切な対応 
大友 愛美 

11：15～12：15 60 講義 
チームプレイの基本 

 ・チームプレイの必要性 
安井 博子 

13：15～14：15 60 演習 
チームプレイの基本 

 ・支援手順書に基づく支援の体験 
五十嵐 幸子 

14：25～15：25 60 講義 
研修の意義 

 ・行動障害と虐待防止 
安井 博子 

15：40～16：40 60 講義 
実践報告 

 ・児童期及び成人期における支援の実際 

五十嵐 幸子/千葉 由里子 

佐藤 忠峰 /黒畑 一也 

16：55～17：25 30 講義 
研修の意義 

 ・家族の気持ち 
片山 寛美 

17：25～17：45 20  事務連絡  



【後 期】 

 研修時間 （分） プログラム 講師名 

３
日
目 

9：00～9：25 25  受付・受信状況確認等  

9：30～9：35 5  後期開会  

9：35～9：45 10  ガイダンス  

9：45～11：45 120 講義 
支援を組み立てるための基本 

 ・強度行動障害への支援に必要な知識 

中野 喜恵 

佐藤 忠峰 

12：45～13：45 60 演習 
アセスメントの方法 

 ・具体的なアセスメントの方法 
大友 愛美 

13：55～15：55 120 演習 
アセスメントの方法 

 ・障害特性に基づくアセスメント 
大友 愛美 

16：15～17：15 60 演習 
手順書の作成 

 ・アセスメントに基づく支援手順書の作成（1） 
大友 愛美 

17：15～17：25 10  事務連絡  

４
日
目 

9：00～9：25 25  受付・受信状況確認等  

9：25～9：30 05  ガイダンス  

9：30～11：30 120 演習 
手順書の作成 

 ・アセスメントに基づく支援手順書の作成（2） 
大友 愛美 

12：30～14：00 90 演習 

記録の分析と支援手順書の修正 

 ・記録の方法 

 ・記録の分析と支援手順書の修正 

大友 愛美 

14：10～15：10 60 講義 
組織的なアプローチ 

 ・組織的なアプローチの重要性 
安井 博子/三瓶 章史 

15：25～15：55 30 講義 
実践報告 

 ・チームによる支援の実際 
黒畑 一也/中野 喜恵 

16：05～17：05 60 演習 
関係機関との連携 

 ・関係機関（医療機関等）との連携の方法 
  大友 愛美 

17：10～17：30 20  
閉会・アンケート記入 

 ＊修了証書は後日、発送いたします 
 

 

＊当日のプログラム名や順序、休憩時間は変更になる場合があります 


